
 

 

第 53回高性能 Mg合金創成加工研究会 

「マグネシウムの新展開 ～実用化に向けた取組み～」 
 

概 要 
 
 
 

“WPM Mg R&D Project and POSCO’s Mg Business” 
 

  
 

＜講演概要＞ 

WPM 事業は２０１０年素材産業の発展のため国の課題として始められました。その１０分野ので一つにな

る POSCOはマグネ合金素材は製錬と板材の事業を基盤に WPMマグネ事業を総括する企業として参加してお

り２６箇所の産学機関とともに課題を進めております。従がって、マグネを採用する自動車部品開発を目

標として過去四年間の研究開発を通じて次世代製錬、新合金開発、板材製造技術、表面処理、接合を含ん

だ部品化技術分野におき徐々に研究成果を挙げております。  

 

「KUMADAI耐熱マグネシウム合金の実用化に向けた取組み」 
 

 
 
 

＜講演概要＞ 

KUMADAI耐熱マグネシウム合金の事業化を目指し、平成 18年から 23年までの 5年間、製造基盤技術の開

発が行われた。この成果移転を受け、不二ライトメタル(株)では、平成 24年に量産実証工場を整備し、実

用化を目指した製造技術・アプリケーション開発を推進してきた。本講演では、弊社が行ってきた実用化

に向けた取り組みについて紹介する。 
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「超軽量マグネシウム製車椅子の浜松プロジェクト」 
 

   
 

＜講演概要＞ 

浜松地域の中小企業約１０社が連携して、①世界最軽量②スタイリッシュなデザイン③新技術開発 を

コンセプトとし、様々な加工技術を開発又は応用展開しマグネシウム製フレームを有する「超軽量車椅

子」を開発したのでその概要を講演する。 

 

 

「マグネシウム空気電池の開発」 
 

 
 
 

＜講演概要＞ 

マグネシウムは高い理論エネルギーを有し、資源量も豊富であるため、電池の材料として期待されている。

負極にマグネシウム、正極に空気中の酸素を使用するマグネシウム空気電池は、保管中の劣化が殆どなく、

非常用途に向いている。本講演では、マグネシウム空気電池の原理、構造、および、開発したマグネシウ

ム空気電池について紹介する。 
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